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コロナ状況下での鍼灸普及活動について 

～目黒区鍼灸師会と公益社団法人東京都鍼灸師会の子育て応援活動について～ 

林真紀子 

公益社団法人東京都鍼灸師会(目黒支部支部長）、目黒区鍼灸師会（会長） 

 

Ⅰ.緒言 

COVID-19 の感染拡大の状況にあった 2020 年

3 月～9 月の 7 か月間に、目黒区鍼灸師会（以

下、当会）が行った地域活動について報告する。

地域活動の対象は、地域住民、医療関係従事者、

当会会員向であり、それぞれに報告する。 

 

Ⅱ．一般向け  

1. 親子を対象にした子育て応援活動「コロコロ

はり教室」 

(1) 活動内容 

公益社団法人東京都鍼灸師会（以下、東鍼会）

が鍼灸普及と子育て支援事業として行っている

「コロコロはり教室」は、2013年に開始し、8年

間定期的に開催している。内容は、鍼灸師が、保

護者自身の子どもに行う小児鍼をアレンジした

ケアと、保護者のセルフケアのツボ押しを教える

教室、また、鍼灸師が保護者へ円皮鍼を貼るの３

つである。これら3つの体験を通して、体験者が

鍼の効果を実感することで、鍼灸院への来院を促

す内容となっている。教室の開催時間は75～90分

間としている。 

(2)開催中止の経緯と対応 

3月18日（水）10:30-11:45開催予定の教室は、

目黒区（以下、区）から「後援名義」の承認が下

りており、配布用のチラシ800枚を区に預けてい

た。教室の対象は、平日昼間開催のため幼稚園や

学校に通う親子の参加が難しいことが予想出来

たため、生後2ヶ月～未就学児とその保護者であ

った。2 月上旬より当会 social networking 

service（以下、ＳＮＳ、FB、Twitter、Instagram）

を利用し公報を行っていた。 

COVID-19の感染が拡大していたため、2月21日

に区より中止の要請があり、役員で検討の結果、

2月26日に中止を発表した。既に応募があった5

組の親子への対応は、開催日の10:00～11:30に1

組 25 分間で個別に対応する旨をメールで伝えて

返信を頂いた。調整した結果、全員が参加を希望

した。 

(3)結果と次へのバトン 

開催日当日、5 組全員が予定通り参加した。感

染対策として、教室の開催当日に検温と消毒を行

った。また、充分な換気とソーシャルディスタン

スを取った上で個別に対応した。COVID-19の感染

予防で外出もままならない中、参加した親子は、

今日は学ぶことが出来、子どもが喜び、自分は学

習出来、とても気分転換になったと喜ばれた。 

COVID-19の自粛生活の影響で、親子が不自由な

生活を強いられていることを直接肌で感じ、改め

て厳しい状況を認識できた。区民の健康のために

活動している会として、貢献出来ることを考える

必要性を感じ、1 ヶ月後にオンライン開催の検討

を始めた。 

2.「コロコロはり教室」のオンライン開催 

（1) 開催までの経過 

例年公益活動として参加している区主催のイ

ベントが中止となり、オンライン教室以外の開催

は困難なことを予想した。区民に貢献する活動と

して、例年主催している開催実績のある2つの講

座の「認知症とツボ」と「コロコロはり教室」の

オンライン開催のプログラム作成を検討した。し

かし、「認知症とツボ」講座の内容は「認知症サポ

ーター養成講座」とコロコロはり教室の共同開催

であったため、区の地域ケア推進課に問い合わせ

た。区としては、オンライン開催は認めていない

ということだったので断念した。一方、親子向け

「コロコロはり教室」は、プログラムの開発に着

手した。これまでは“3 つの体験”を中心に行っ

たが、経験が3つとも直接出来ないこと、また最

重要と考えていた保護者に円皮鍼の効果を体験

していただけないため、どのように伝えるかに苦

慮した。 

ミーティング（以下、MTG）を経て、5月 10 日

に試作した資料を使って試験的に、子育て中の会

員とその友人に感想を貰った。その結果、改良す

れば実施可能と判断した。プロブラムの改良を行

い、教室開催前の 5 月 20 日にプログラムの最終
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に試作した資料を使って試験的に、子育て中の会

員とその友人に感想を貰った。その結果、改良す

れば実施可能と判断した。プロブラムの改良を行

い、教室開催前の 5 月 20 日にプログラムの最終

確認を行った。緊急事態宣言中はイベントがなく、

幼稚園・保育園・学校の休園休校の状況下、自宅

内で家族だけで過ごす時間が長時間に及ぶため、

親子さんへの一助になればと考え、5月22日（水）、

5月 25日（金）、5月27日（月）の10:30-11:45

に、計3回の実施を決めた。 

広報は、区より後援名義の承認は下りたが、緊

急事態宣言中は区の対応も滞り、区経由の公報活

動は一切行えなかったので、ＳＮＳのみでの広報

となった。 

(2) 対象とその方法 

参加するお子様の年齢は、教室受講の時にお子

様が座っていられない場合は、保護者の手元をス

マホやタブレットで確認するのが難しかいこと

を考慮して、3歳以上を対象とした。 

従来は、小児鍼の代用にスプーンを使い、子ど

もの肌に触れる方法を直接手で伝えていたが、オ

ンラインでは伝えることが難しかったため、動画

を作成し、多数の写真を用いた結果、資料は80枚

（75分）になった。 

(3)結果と次へのバトン 

教室は3回実施し、定員8組としたが、参加人

数は 1回目1組・2回目 1組・3回目 2組であっ

た。緊急事態宣言下で公報活動が困難だったこと

が原因だが、東京都同様に厳しい自粛をしている

北海道からの参加があった。0歳児の参加があり、

保護者の方に工夫していただくことで、座ってい

られないお子様でも問題なく指導出来ることが

判明した。参加した母親達（父親参加はゼロ）か

らは自宅からの参加は、子どもがうるさくても他

の人に迷惑をかけずに済む、気軽に参加出来る、

自分のペースで参加出来る、資料が豊富で分かり

やすいと好評であった。 

普段の教室ではA4版の両面資料1枚の配布で、

講師の説明が多いが、写真や資料を多数用いるこ

とで、視覚で分かりやすく、気になるところはス

クリーンショットで保管すれば、ゆっくり確認出

来ると喜ばれた。一般の教室だと講師の手元が見

えにくいことがあるが、オンラインの場合は手元

が大きく見えやすく、わかりやすいと好評であっ

た。今後もオンライン教室の需要は広がると考え

られる。 

その後、6 月に 3 回自主開催を行い、8～12 月

には東鍼会主催で毎月8日に同オンライン教室を

定期的に開催している（図1）。8月8日は5組の

参加があったが、9 月は申し込みがなく中止、10

月は4組の申し込みがあったが、前日にキャンセ

ルがあり、参加は1組であった。広報は現在も苦

戦中だが、オンライン開催のため、開催地域に制

限されず、全国からの参加が可能となった。活動

は親子にとって有意義であるため、継続していく

ことが重要だと考えている。 

また、今年で6回目となる教室開催の講師養成

のための「コロコロはり教室実践講座」は開催を

延期することを検討したが、年度初めの予定通り

6月28日（日）にオンラインで開催した。講座の

参加者は13都道府県から28人であり、今後の活

動が広がることが期待出来る。 

図1 

 

3.「お灸で免疫力UPポスター」作成 

(1)内容と経緯 

COVID-19に対して免疫を高めるために、一般の

方に我々が出来ることを考えるべき！という会

員からの要望があった。役員で検討した結果、鍼

灸院の内外で、今こそお灸で免疫力を高めよう、

と呼びかけることは問題ないと考え、一般の方向
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(3)結果と次へのバトン 
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った。また、充分な換気とソーシャルディスタン
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手した。これまでは“3 つの体験”を中心に行っ
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に試作した資料を使って試験的に、子育て中の会

員とその友人に感想を貰った。その結果、改良す

れば実施可能と判断した。プロブラムの改良を行

い、教室開催前の 5 月 20 日にプログラムの最終

確認を行った。緊急事態宣言中はイベントがなく、

幼稚園・保育園・学校の休園休校の状況下、自宅

内で家族だけで過ごす時間が長時間に及ぶため、

親子さんへの一助になればと考え、5月22日（水）、

5月 25日（金）、5月27日（月）の10:30-11:45

に、計3回の実施を決めた。 

広報は、区より後援名義の承認は下りたが、緊

急事態宣言中は区の対応も滞り、区経由の公報活

動は一切行えなかったので、ＳＮＳのみでの広報

となった。 

(2) 対象とその方法 

参加するお子様の年齢は、教室受講の時にお子

様が座っていられない場合は、保護者の手元をス

マホやタブレットで確認するのが難しかいこと

を考慮して、3歳以上を対象とした。 

従来は、小児鍼の代用にスプーンを使い、子ど

もの肌に触れる方法を直接手で伝えていたが、オ

ンラインでは伝えることが難しかったため、動画

を作成し、多数の写真を用いた結果、資料は80枚

（75分）になった。 

(3)結果と次へのバトン 

教室は3回実施し、定員8組としたが、参加人

数は 1回目1組・2回目 1組・3回目 2組であっ

た。緊急事態宣言下で公報活動が困難だったこと

が原因だが、東京都同様に厳しい自粛をしている

北海道からの参加があった。0歳児の参加があり、

保護者の方に工夫していただくことで、座ってい

られないお子様でも問題なく指導出来ることが

判明した。参加した母親達（父親参加はゼロ）か

らは自宅からの参加は、子どもがうるさくても他

の人に迷惑をかけずに済む、気軽に参加出来る、

自分のペースで参加出来る、資料が豊富で分かり

やすいと好評であった。 

普段の教室ではA4版の両面資料1枚の配布で、

講師の説明が多いが、写真や資料を多数用いるこ

とで、視覚で分かりやすく、気になるところはス

クリーンショットで保管すれば、ゆっくり確認出

来ると喜ばれた。一般の教室だと講師の手元が見

えにくいことがあるが、オンラインの場合は手元

が大きく見えやすく、わかりやすいと好評であっ

た。今後もオンライン教室の需要は広がると考え

られる。 

その後、6 月に 3 回自主開催を行い、8～12 月

には東鍼会主催で毎月8日に同オンライン教室を

定期的に開催している（図1）。8月8日は5組の

参加があったが、9 月は申し込みがなく中止、10

月は4組の申し込みがあったが、前日にキャンセ

ルがあり、参加は1組であった。広報は現在も苦

戦中だが、オンライン開催のため、開催地域に制

限されず、全国からの参加が可能となった。活動

は親子にとって有意義であるため、継続していく

ことが重要だと考えている。 

また、今年で6回目となる教室開催の講師養成

のための「コロコロはり教室実践講座」は開催を

延期することを検討したが、年度初めの予定通り

6月28日（日）にオンラインで開催した。講座の

参加者は13都道府県から28人であり、今後の活

動が広がることが期待出来る。 
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コロナ状況下での鍼灸普及活動について 

～目黒区鍼灸師会と公益社団法人東京都鍼灸師会の子育て応援活動について～ 

林真紀子 

公益社団法人東京都鍼灸師会(目黒支部支部長）、目黒区鍼灸師会（会長） 

 

Ⅰ.緒言 

COVID-19 の感染拡大の状況にあった 2020 年

3 月～9 月の 7 か月間に、目黒区鍼灸師会（以

下、当会）が行った地域活動について報告する。

地域活動の対象は、地域住民、医療関係従事者、

当会会員向であり、それぞれに報告する。 

 

Ⅱ．一般向け  

1. 親子を対象にした子育て応援活動「コロコロ

はり教室」 

(1) 活動内容 

公益社団法人東京都鍼灸師会（以下、東鍼会）

が鍼灸普及と子育て支援事業として行っている

「コロコロはり教室」は、2013年に開始し、8年

間定期的に開催している。内容は、鍼灸師が、保

護者自身の子どもに行う小児鍼をアレンジした

ケアと、保護者のセルフケアのツボ押しを教える

教室、また、鍼灸師が保護者へ円皮鍼を貼るの３

つである。これら3つの体験を通して、体験者が

鍼の効果を実感することで、鍼灸院への来院を促

す内容となっている。教室の開催時間は75～90分

間としている。 

(2)開催中止の経緯と対応 

3月18日（水）10:30-11:45開催予定の教室は、

目黒区（以下、区）から「後援名義」の承認が下

りており、配布用のチラシ800枚を区に預けてい

た。教室の対象は、平日昼間開催のため幼稚園や

学校に通う親子の参加が難しいことが予想出来

たため、生後2ヶ月～未就学児とその保護者であ

った。2 月上旬より当会 social networking 

service（以下、ＳＮＳ、FB、Twitter、Instagram）

を利用し公報を行っていた。 

COVID-19の感染が拡大していたため、2月21日

に区より中止の要請があり、役員で検討の結果、

2月26日に中止を発表した。既に応募があった5

組の親子への対応は、開催日の10:00～11:30に1

組 25 分間で個別に対応する旨をメールで伝えて

返信を頂いた。調整した結果、全員が参加を希望

した。 

(3)結果と次へのバトン 

開催日当日、5 組全員が予定通り参加した。感

染対策として、教室の開催当日に検温と消毒を行

った。また、充分な換気とソーシャルディスタン

スを取った上で個別に対応した。COVID-19の感染

予防で外出もままならない中、参加した親子は、

今日は学ぶことが出来、子どもが喜び、自分は学

習出来、とても気分転換になったと喜ばれた。 

COVID-19の自粛生活の影響で、親子が不自由な

生活を強いられていることを直接肌で感じ、改め

て厳しい状況を認識できた。区民の健康のために

活動している会として、貢献出来ることを考える

必要性を感じ、1 ヶ月後にオンライン開催の検討

を始めた。 

2.「コロコロはり教室」のオンライン開催 

（1) 開催までの経過 

例年公益活動として参加している区主催のイ

ベントが中止となり、オンライン教室以外の開催

は困難なことを予想した。区民に貢献する活動と

して、例年主催している開催実績のある2つの講

座の「認知症とツボ」と「コロコロはり教室」の

オンライン開催のプログラム作成を検討した。し

かし、「認知症とツボ」講座の内容は「認知症サポ

ーター養成講座」とコロコロはり教室の共同開催

であったため、区の地域ケア推進課に問い合わせ

た。区としては、オンライン開催は認めていない

ということだったので断念した。一方、親子向け

「コロコロはり教室」は、プログラムの開発に着

手した。これまでは“3 つの体験”を中心に行っ

たが、経験が3つとも直接出来ないこと、また最

重要と考えていた保護者に円皮鍼の効果を体験

していただけないため、どのように伝えるかに苦

慮した。 

ミーティング（以下、MTG）を経て、5月 10 日

に試作した資料を使って試験的に、子育て中の会

員とその友人に感想を貰った。その結果、改良す

れば実施可能と判断した。プロブラムの改良を行

い、教室開催前の 5 月 20 日にプログラムの最終
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れば実施可能と判断した。プロブラムの改良を行

い、教室開催前の 5 月 20 日にプログラムの最終

確認を行った。緊急事態宣言中はイベントがなく、

幼稚園・保育園・学校の休園休校の状況下、自宅

内で家族だけで過ごす時間が長時間に及ぶため、

親子さんへの一助になればと考え、5月22日（水）、

5月 25日（金）、5月27日（月）の10:30-11:45

に、計3回の実施を決めた。 

広報は、区より後援名義の承認は下りたが、緊

急事態宣言中は区の対応も滞り、区経由の公報活

動は一切行えなかったので、ＳＮＳのみでの広報

となった。 

(2) 対象とその方法 

参加するお子様の年齢は、教室受講の時にお子

様が座っていられない場合は、保護者の手元をス

マホやタブレットで確認するのが難しかいこと

を考慮して、3歳以上を対象とした。 

従来は、小児鍼の代用にスプーンを使い、子ど

もの肌に触れる方法を直接手で伝えていたが、オ

ンラインでは伝えることが難しかったため、動画

を作成し、多数の写真を用いた結果、資料は80枚

（75分）になった。 

(3)結果と次へのバトン 

教室は3回実施し、定員8組としたが、参加人

数は 1回目1組・2回目 1組・3回目 2組であっ

た。緊急事態宣言下で公報活動が困難だったこと

が原因だが、東京都同様に厳しい自粛をしている

北海道からの参加があった。0歳児の参加があり、

保護者の方に工夫していただくことで、座ってい

られないお子様でも問題なく指導出来ることが

判明した。参加した母親達（父親参加はゼロ）か

らは自宅からの参加は、子どもがうるさくても他

の人に迷惑をかけずに済む、気軽に参加出来る、

自分のペースで参加出来る、資料が豊富で分かり

やすいと好評であった。 

普段の教室ではA4版の両面資料1枚の配布で、

講師の説明が多いが、写真や資料を多数用いるこ

とで、視覚で分かりやすく、気になるところはス

クリーンショットで保管すれば、ゆっくり確認出

来ると喜ばれた。一般の教室だと講師の手元が見

えにくいことがあるが、オンラインの場合は手元

が大きく見えやすく、わかりやすいと好評であっ

た。今後もオンライン教室の需要は広がると考え

られる。 

その後、6 月に 3 回自主開催を行い、8～12 月

には東鍼会主催で毎月8日に同オンライン教室を

定期的に開催している（図1）。8月8日は5組の

参加があったが、9 月は申し込みがなく中止、10

月は4組の申し込みがあったが、前日にキャンセ

ルがあり、参加は1組であった。広報は現在も苦

戦中だが、オンライン開催のため、開催地域に制

限されず、全国からの参加が可能となった。活動

は親子にとって有意義であるため、継続していく

ことが重要だと考えている。 

また、今年で6回目となる教室開催の講師養成

のための「コロコロはり教室実践講座」は開催を

延期することを検討したが、年度初めの予定通り

6月28日（日）にオンラインで開催した。講座の

参加者は13都道府県から28人であり、今後の活

動が広がることが期待出来る。 

図1 
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月は4組の申し込みがあったが、前日にキャンセ

ルがあり、参加は1組であった。広報は現在も苦

戦中だが、オンライン開催のため、開催地域に制

限されず、全国からの参加が可能となった。活動

は親子にとって有意義であるため、継続していく

ことが重要だと考えている。 

また、今年で6回目となる教室開催の講師養成

のための「コロコロはり教室実践講座」は開催を

延期することを検討したが、年度初めの予定通り

6月28日（日）にオンラインで開催した。講座の

参加者は13都道府県から28人であり、今後の活

動が広がることが期待出来る。 
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けに3月5日にSNS上で公開した（図2）。 
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(2)経過 

ツボの選択は役員で行い、絵は無料のコンテン

ツから流用し作成した。作成したチラシはWEB上

に置き、URL を知る人が自由にダウンロード出来

る形を取り、当会HPにも掲載した。印刷は希望者

が各自で行ったため、印刷料の経費負担はなかっ

た。 

(3)結果と考察 

会員が各自の鍼灸院に掲示し、さらに印刷して

患者様に配布した。当会FB・Twitter・Instagram

で広報した結果、会員外からも要望があり希望す

る鍼灸師にデータを無償配布した。チラシの一部

に当会考案の「バランスはり」オリジナルキャラ

クターのニックネーム募集についての記事を入

れた（応募18の名前候補から4月25日の総会で

“目黒バリー”くんと決定）。 

このチラシをきっかけに、足三里に灸をする会

員も少なくないと報告を受けた。また配布した患

者様より、コロナ感染症を恐れるだけでなく、積

極的な予防のためのセフルケアを行うことで安

心感を得られたという報告があった。 

制作にかけた時間以上に会の宣伝になり、会員

とその先の患者様や一般の方への鍼灸のアピー

ル効果はあったと推測出来た。 

Ⅲ.医療従事者向け 

1.医師会への無料施術サービス 

(1)内容と対応方法 

東京大学医学部附属病院リハビリテーション

部鍼灸部門の「コロナ状況下で負担の増えている

医療関係従事者に、感謝と応援の気持ちを伝えた

い」という、キャンペーンに賛同したいと考えた。

当会は目黒区医師会（以下、医師会）の先生方へ、

会員鍼灸院で無料の施術を提供するキャンペー

ンを行った（図3）。 

 

図3 

施術内容と施術時間（15分～60分）は会員一任

とした。 

チラシに掲載した QR コードを読み込むと協力

する会員鍼灸院15件の情報（院名・院長名・HP・

住所・電話番号・メールアドレス）にアクセス出

来る。QRコードでリストにアクセスする方法を用

いた理由は、協力する鍼灸院を確定しないことに

よって、会員が途中で協力を自由に変更すること

が可能となり、会員協力者を増やす目的もあった

ためである。 

期間は2020年6月中旬～8月末、対象は医師会

会員（250診療所と9病院が加入し、会員数は435

名）と医師会会員と同じ施設で働く医療関係従事

者とした（事務スタッフを除く）。大病院勤務の医

療関係従事者を対象に含めると受療対象者は

1000人以上と推測できた。利用があった鍼灸院に

は、当会から 1 人利用につき 2000 円を補助金と

して支給を決定した。 

(2)経過 

当会主催新年会に2年連続でご参加いただいた

面識のある医師会会長に連絡し、内容と配布協力

について打診した。医師会理事会で承認された後、

医師会事務局長と連絡を取り、当会が作成・印刷

を行ったチラシを医師会事務局に持ち込み、医師

会から郵送する書類に同封され医師会会員に配

布された。 

(3)結果と次へのバトン 

利用者は看護師1人であった。他に施術を希望

した看護師が2人いたが、土曜日の予約希望で該

当鍼灸院の先約があり不成立だった。3 人とも女

性看護師で、希望先は女性鍼灸師が一人で施術を

行う鍼灸院だった。 

この結果は、医療関係従事者は一般の人よりも

鍼灸施術に対する抵抗感や不信感が大きい可能

性が示唆される。この他、広報不足は否めない。

病院勤務の医療従事者が鍼灸院に来院するとな

ると、鍼灸院の患者様の不安を煽る恐れがあるこ

とから、当会はこの件について一切情報公開を行

わず、会員が近所のクリニックにチラシを持参す

るような活動も行わなかった。地域における統合

医療を目指すためにも、今後も医師会には積極的

なアプローチを断続的に行いたい。 

 同キャンペーンの QR コード先に鍼灸院リスト

をリンクさせる方式は、9 月以降に東鍼会が東京

大学附属病院のスタッフへ鍼灸施術提供のキャ

ンペーンを行う時にも採用され、当会の試みが協

力団体にも役に立った。この方法は、スピーディ

ーで柔軟な対応を可能にする方法であり、今後も

利用したい。 

当会では、9 月中旬に第 2回目として会員鍼灸

院で 60 分 3000 円（期間は 10 月上旬～12 月 20

日）という企画を医師会に持ち込んだ。しかし、

“お気持ちは既に受け取ったので十分です”と提

案は受け入れられなかった。 

2.歯科医師会へ割引施術サービス 

(1) 内容 

会員鍼灸院で鍼灸施術60分3000円、それぞれ

の鍼灸院で通常の施術に近い内容で行う。対象は

目黒区歯科医師会（会員数約200人）会員様とそ

の歯科医院に勤務する方（事務スタッフを含む）

とした。期間は10月上旬～12月20日とした。 

(2)経緯 

医師会への無料施術を検討していた時に、会

員から歯科医師会も入れてはどうかという提案

があったが、初めての企画で利用者の予測が出

来なかったため（協力した鍼灸院へ補助金が会

予算を圧迫する恐れから）、見送った経緯があっ

た。キャンペーン第2回目の企画は医師会が遠

慮されたが、会員が賛同した企画を惜しいと感

じ、目黒区歯科医師会に申し込んだ。 

歯科医師会との接点は、これまで医師会新年会

で会長同士の名刺交換を行う程度であった。名刺

に記載されたメールアドレスにキャンペーン内

容とチラシ見本を添付し打診したところ、事務局

長から電話があり、「今日、発送する会員向けの郵

便物に入れたい」と返事をいただいた。目黒区歯

科医師会が当会作成PDFファイルでメール送信し

たチラシを印刷し、9月30日に会員向け郵便物に

同封し発送した。 

9 月下旬現在は、利用者の報告はまだないが、

今回のことをきっかけに、接点はほとんどなかっ

た歯科医師会との交流を始めたい。 

 

Ⅳ．会員向け 

1. 安全指針の作成 

(1)作成理由 

鍼灸院は、緊急事態宣言中、東京都の休業要請

施設の中に入らず、生活に必要な医療施設として

営業は認められた。しかし、施術を行う際にソー

シャルディスタンスは取れないため閉院した鍼

灸院もあった。施術を行う際の感染防止対策や営

業停止の目安が欲しい、という会員の要望を受け、

4月 7日に当会の考える目黒区鍼灸師会の安全指

針を定めた。 

(2) 対象と方法 

目黒区鍼灸師会の安全指針は、当会会員鍼灸院

と利用する患者様向けに作成した（図4）。当会会

員鍼灸院の感染症予防対策を徹底することで、一

般の方に鍼灸院の来院に対して安心感をアピー
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容とチラシ見本を添付し打診したところ、事務局

長から電話があり、「今日、発送する会員向けの郵

便物に入れたい」と返事をいただいた。目黒区歯

科医師会が当会作成PDFファイルでメール送信し

たチラシを印刷し、9月30日に会員向け郵便物に

同封し発送した。 

9 月下旬現在は、利用者の報告はまだないが、

今回のことをきっかけに、接点はほとんどなかっ

た歯科医師会との交流を始めたい。 

 

Ⅳ．会員向け 

1. 安全指針の作成 

(1)作成理由 

鍼灸院は、緊急事態宣言中、東京都の休業要請

施設の中に入らず、生活に必要な医療施設として

営業は認められた。しかし、施術を行う際にソー

シャルディスタンスは取れないため閉院した鍼

灸院もあった。施術を行う際の感染防止対策や営

業停止の目安が欲しい、という会員の要望を受け、

4月 7日に当会の考える目黒区鍼灸師会の安全指

針を定めた。 

(2) 対象と方法 

目黒区鍼灸師会の安全指針は、当会会員鍼灸院

と利用する患者様向けに作成した（図4）。当会会

員鍼灸院の感染症予防対策を徹底することで、一

般の方に鍼灸院の来院に対して安心感をアピー
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けに3月5日にSNS上で公開した（図2）。 

 

図2 
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ルしたいと考えた。公開方法は当会のHP、SNS（FB、

Instagram、Twitter）を利用した。 

(3) 結果と考察 

会員から共通の目安があるのはありがたいと

いう声が寄せられ、一般の方へは、当会会員鍼灸

院の安全性をアピールする目的からSNSで公開し

た。会員外の鍼灸師からも参考にした、悩んでい

たので助かった、と感謝の声が寄せられた。当会

の情報が会員外鍼灸師の役に立ち、会の PR にな

ったことは良かったが、今回、批判は受けなかっ

たものの、不備があれば問題になる可能性もあり、

当会にとっては会員鍼灸院での掲示に留めた方

が安全であり、今後は慎重に行うべきかもしれな

い。 

会員外の鍼灸師からの問い合わせに対応し、組

織に入っていない鍼灸師の情報不足や、個人で開

業していると不安が高まることを感じた。今回の

ような非常事態に備えて、日頃から鍼灸師が団体

に加入する必要性を感じた。 

2.オンライン研修会開催 

(1)内容 

当会は、オンライン研修会を「ファシアから解

明する経穴と経絡の謎」という演題で、10 月 24

日（土）20-00-21:30 に開催した。講師は「閃く

経絡」の訳者のひとりでもある医師の須田万勢氏

である。 

(2)経緯と詳細 

2019 年冬に講師を決定し、2020 年 9 月 20 日

（日）に予定していた講座と実技披露の研修会は、

大学病院勤務の講師に2月に断られたため中止と

なった。改めてオンライン開催を検討し、内容と

講師を再度決定し、実施した。 

対象は鍼灸師と鍼灸学校学生で、日本鍼灸師会

会員・東鍼会会員は割引制度を設けた。その他、

医師会会員様と目黒区柔道整復師会会員様は無

料でご招待（ただし広報チラシはほとんど配布出

来ず、会長宅と副会長宅 1 件にお届けした程度）

し、柔道整復師会員から申し込みはあったが当日

予定があり欠席と連絡を受け、鍼灸関係者以外の

参加者はいなかった。広報の方法はSNSの他、チ

ラシを印刷し、東鍼会会報誌に同封した。 

(3)結果と考察 

 参加者60人（申し込み67人）で、三重県から

も3名の参加があり、全国どこからでも参加可能

なオンライン研修会の需要を感じた。研修会後の

アンケートからネット環境の不具合のため、途中

で資料が見られない、声が聞こえない等のトラブ

ルがあった参加者がいたことが分かった。電話で

の問い合わせで、QRコードから申し込みが出来な

いとあり、オンラインの方法を説明しても理解で

きないため、参加希望者のご子息に説明し、参加

出来た。オンラインは便利ではあるが、不慣れな

方や不自由さを感じている方への対応の難しさ

を感じた。現在、トラブル等で当日視聴出来なか

った参加者対象とし、期間限定で動画の公開を検

討中である。 

3.その他 

(1)“オンライン女子飲み会”開催 

若手会員からの提案で、男性会員には非公開で

8月29日（土）19:00-23:00にオンライン女子飲

み会を実施し、会員9名が参加した。当日の自己

紹介は、会員の前職の内容に、会員の学びたい分

野とし、会談した。また、会員限定の小勉強を11

月15日（土）20:00-21:30に実施することになっ

た。 

会員からの発案により開催されたオンライン

イベントから次の新しいオンラインイベントに

波及し、いいサイクルが出来ていると感じている。

これをきっかけに今後も、会員限定の小勉強会を

充実させたい。 

Ⅳ.総括 

COVID-19の予防・防止のためコロナで全てのイ

ベントが中止となり、一時は出来ることが何もな

いように感じたこともあった。苦しい状況の中で

も、求められることに応え、出来ることを模索し、

活動した結果、コロナ後にも残る会員同士の連携

や、他の組織との連携に繋がる成果は残せたと感

じている。今後も目黒区民に役立ち、鍼灸師向け

情報発信や鍼灸師の連携に留まらず、医療従事者

との連携にもつなげていきたいと考えている。 
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